
地球惑星科学関連学会

連絡会ニュース
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(2002年 12 月)

[1 ] 地球惑星科学関連学会 2∞3年合同大会のお知らせ
[2] みなさまが主催する IUGG21∞3札幌総会
[3] Goldscl1nidt2∞3日本開催のお知らせ( その 3)
[4] 第 26団地球惑星化学関連学会連絡会議事録( 帯

2003年は合同大会以降、 IU阻∞3キU鵬昔、ゴールドシュミッ
ト国際会議の日本開催カ端Itて予定されています。特に IUGGの予
務締め切りが1月となっておりますので、御注意ください。

[  1  ] 地球惑星科学関連学会2 .0.0 3 年

合同大会のお知らせ
地球惑星科学合同大会運営機構

ー目次 -
1 合同大会案内サマリー・各種登録日程あ潤い合わせ先.
その他

. 宿泊，変更恥消
5 5 運営機械からのお知らせ( 展示・会合のお申込等)

1  合同大会案肉サマリー・各種畳録日程

・会期 : 2 0 0 3年5月2 6日( 月) ー2 9日( 木)
(5月2 6日 特別公開セッション「地学教育の展望J)

・会場. . 幕張メッセ 国際会議場

受付締切日
早期〆切: 2003/2/14 (金)

24 :∞ 
最終〆切 :2∞'3/2/21 (金)

17:∞ 

全日程割日:
2∞3/3/20 (木:) 17:∞ 
一回のみ参畑:

2:003/5/2 (金) 17:∞ 
今回はありませんb ご注意ください。

- お申し込み後の回程:

請精発送

支払締切日
プログラム・予稿集
岱捌発送・名札輔

- 大会ホームページ:

2003/5/2 (金)厳守

2∞3 年合同大会に関する情報および各種登録ページが置かれて
います.

ーー・・・ .-.-.-.-.-.-.-......-..-.-.-.--.-.--.-・ .  ・
合同大会ホームページ

http://酬 . epsu. jp/ jmoo2'∞3/ 
ー・・ ，--.-..--.-，--.-，-，-，ーー.....・

詳しくは上記のホームページを是非ご覧下さい. 変更内容の情報
同組時更新します. ( 変更内容のチェックもお忘れなく. )  

- お問い合わせ先:
( 聞い針泊先一覧は大会トムページに掲載されています)

- 大会全般圃:
( 特別公開セッション、展示、予稿集パックナンバー請求等)
合同大会運営機構事務局

干133-{胸東京都文京区本郷7-3-1
東京大学理学部新1号館 719室
耐阻il: jp 
Fax:ω却時6幻9

・各種登録システムサポート・:
( 電子投稿に関する質問. どうしても電子設痛の手段が確保で
きない場合も)
協bシステム登録センター

〒530-α刃1大阪市北区構図 2-4-9
サンケイピル本館7階株式会社ジエイコム内
E-n祖i1: re瓜iepsu. jp 
Fax: 06-6456-4105 
月~ 金 9:30-18:∞( 祝日を除く)

1. 1  各種の登録
以下の登録は全て大会ホームページから行って下さい.

①個人情報登録
哩剃喧録期紳込)
告浄稿集原稿綾稿( 講演申込)
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. 参加される方lま全員①' ，@ 白川必須です. ②を行うためには，
前もつで'QWi必要です( ただし聞こ登録済の方lま蒋度行う必
要はありません) . 事前申込は当日受付( 当日登釦より担金主
皇室三なっていますので，お勧めいたします。

. 講演申込をされる方出B ⑨こ加えて③を行って下さ( ，¥ 共
著の場合は. 共著者1こついても< D i l 泌要ですのでご注意下さし1
当日発表される方も割日登録が必要です.

!i 1. 2  住所変更
プログラムおよび予稿集岱刊測は，参加登録申込者のみに 5
月 19 日頃迄に発送される予定です.
転勤・卒業等で住所変更が生じた方は， Wぬ上の「個人情報登
録l にて，住所変更手続きを行って下さい.

!i 1. 3  保育希望の方へ
合同大会では、保育をご希望されます方へ、会場に隣接する千葉
市認定保育施設をご紹介ιております. ( 利用時間に応じて実費
負担) 詳細は大会HPにでご確認ください.

!i 2  セッション案内

- 講演要旨( 予稿集原稿) の投稿
1/10-2/21 の期間に合同大会ホームページ( ! i 1参照) よで行
って下さ(，¥
『合同大会ホームページJ Iこセッション一覧リストカ満載して

おりますので己参照下さい尚，それぞれのセッションについて
の悶い針コせは，ホームページにあります各セッションの連絡先
へお願いします.
・プログラム編集作業
2 月下旬より行オオもます. 代表コンピーナーの労にご協力をお
願いすることがありますので，連絡カ崎対1ますよう日程のご調整
をお願います. また，期間中ごヰ曜の場合iま代理の方をプログラ
ム委員会 へあらかじめお
知らぜ下さい
・特別公開セッション「地学教育の展望( 短縮名)J の開催
2003年合同大会では，学絞殺宵における地浮教育の現状と展望
を議論する場を設けて. 教育現場の欄と地球惑星枠粉野の研
究者閣のあ清促進をはかりたいと考え，公開セッションを開催し
ます. 地学教育問題は教育現場でのみでなく. 地球滋星科学の将
来を考える上での掲匿の問題として考えていただき，多くの皆様
のご参加をお待ちしております. 又中学・高放の先生方への参
加の呼びかけに是非ご協のくださ( ，¥
開催日時: 2003/5/26 (月) 9:件 15:∞ 参却費: 鰍ヰ
お申込・お閣い制対: 運営機構事務局

. 2 0 0 3年大会開催セッション一覧・
特別公開セッション:

地学教育の昨日・今日・明日
一地球惑星科学は暫ヰ・地掌離れを救えるか? ー

( 短縮名: 地学教育の展望)

ー大記号・分類名ーーセッション名ーー主催学会( 複数は共催) -
Uユニオン

・計算カ澗〈地球科学の明日
V火山学

・活動的火山 ( 火山学会・地震学会・理腕開場・地質学会)
・マグマシステムと噴火 (火山学会・地質学会)
. 火山爆発のダイナミックス: マグマ噴出の力学と物質科学
からのアプローチ

K岩石・鉱梅学
・深成岩とマグマーその発生から議入国絡までー (地質学会)
・鉱物の物理・化学 (量抑#会)

S地震学
- 地震に伴う諸現象
. 地震発生の物理
・地器官動
- 強震動・地震災害
. 地震の理論・解析j去

(地震学会)
(雄螺浮会)
備銀駒場)
t地震学会)
他震学会)

- 地震計測・処盟システム 地震学会)
・地震予知 {地震学会)
・地震一般 地震学会1
・地盤構造・地盤震動 弛震学会)
・富島環過程・発関樹費 弛震学会)
・地樹髄 ( 地震蛤)
. 海溝型地震に対する強震動予測
- 陸域震源断層の深部すべり過程のモデル化
・内陸地震発生予測の学照的課題一括断層評価と強震動予
測を中心としてー
・海底に開く窓一一海底での地球科学的な島買1序段

H水文・陸水・地下水学
・水循環・水環境

t水文水資源学会・地下水学会・地球僻捨・水文科学会)
・同位体水史学2C問
・沿岸・ j墨蝉或の水・物質循環
・水温・水質から探る陸水の流動と循環

D沼地学
・重力・ジオイド (;J地学会)
・潟地学一般( 含、計調l肢術、地縁潮汐，) (加地学会)
・地殻変動 (地震学会・加地学会)

。第四紀学
- 第四紀 (第四紀学会)
・“沖積層" の層序区分に関する諸問題

C地球化学
・国体地球化学・惑星化学 弛刷出桧)
. 地球環場変化と大気水圏の物質循環
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L地縁環境・気候変製岸
- 古気候・古海洋 地質学善治

- 北太平洋高緯度域における最新の古海洋研究
B地球生制梓

・生命ー水ー鉱物相互作用の場自信鵠
・アーキアンパーク計画: 海底熱水系における地圏・生物園
相互作用

E地球電磁気学
- 太陽園惑星関空間
. 宇宙プラズマ麗命・シミュレーション
. 電気伝導度・地前舌勤電磁気学
・地磁気・古地磁気
. 磁気回一電総画結合
. 宇宙天気
・電離箇・熱闘
- 大気圏・熱薗下部
. 磁気圏構造とダイナミクス
- 地震・火山活動に関連する電磁気現象

l地球内部科学
・地滞構成物質のレオロジーと物質移動

(SGEPSS) 
(S佳隠S)
(S征隠S)
( 斑附)
@ 庄内S)
側証PSS)
(斑PSS)
(SGEP，翻
G位内S)

- 地球深部ダイナミクス: プレート" マントル・核の相互作
用

T地球惑星テクトニクス・ダイナミクス
・地下温度構造・熱過程( 地震学会)
. テクト二クス

白地質学
地震学会・地質学会)

・地織地質と概畳発達史 (地質学会)
・堆積物・堆積岩から読みとる地球表層環鏡情報 (地質学会〉
・長期火成活動と火山発達史 (火叫停会圃地質学会)
・蹴世廃棄物の地層処分一樹冒処分問題に
・変形岩・変成岩とテクトニクス (地質学会)
. 古第三紀から中期中新世に必けての西南日本テクト二クス

Y防災・応用地球科学
・地質ハザード・地質環境 (地質学会)

P惑星科学
.惑星科学 (惑星平準宗室自
・火星爆犠とその変遷の解明
・宇宙惑星における国体物質の形成と進化
・宇宙すばる望遠鏡による太陽系・惑星科学の成果
・地殻変動地域の衝突関連イベント
・アルマは惑星科学にどのようなブレークス11..-ーをもたらす
か

Zその他
・地球温』愛化防止のための∞2国定とカーボンサイクル

Jジョイント
・宇宙・惑星観現眠術 ( 姫路S)
・地球年代学・年代層序学 弛質学お
・活断層と古地震 弛震学会・地質学会・第四紀学会)

S 3  

- 地球流体力学一地疎惑星科学における「不安定とパターン
形胞へのアプローチ
- オフィオライトと海洋地殻
. 岩石・鉱物・資源

(岩石鉱物鉱床学会・鉱物局場・資源地質学会・地質学会3
・情報地涼惑星科学
・惑星地球システムの安定住と不安定性
. 惑星圏のリモートセンシング
-地学教育
・巨大地震発生需の枠学
- 原生代後期の恥句時代問題: 作業仮説地質判q証拠、生
物進化との関連性
. 断層帯のレオロジーと地震の発生過程
. 海洋底地琢科学
・キッチン地潮岬ーアナログ実験の未来一
. 山也涜域の水文地質環境と物質循環
- 映像でみる地球滋星科学
・ツナミアイトとサイスマイト
・アジア内隆起源の風送ダストの発生・職差過程と影響

個人情報畳録

合同大会では、個人情報登録によって， 10番号を取得していた
だいております。 ID番号は各種登録、照会に必要です. 量豊臣壁
主主ですので、「合聞大会ホームページJ (!i 1参照) より行って下
さい.

- 個人情報登録と個人憎fl 10 番号

市まだ個人情報登録されていない方( 共著者を含む，) :  
まずは「合同大会ホームページ』の『個人情報登制にてご霊録
を行って" 個人情報 10 番号“を取得して下さい

ホ既に個人情報登録をされて 10番号を取得している方:
10番号は今年度も有効ですので再登録は必要ありません.

本所属，身分， Emai  1アドレス等登録内容が変わった方:
『個人情報登到において個人情報変更を必ず行って下さい. 情
報が古いままですと重要な大会情報，郵便物がお届けできなくな
ります.

* ご自分の ID番号やパスワードを樹Lた方:
rr'個人情報登倒の「各問い針地Jにアクセスして聞い針コせ
できます.

登録された個人情報は，個人情報 10 番号によって参照され，
参加登録. 予稿集原稿投稿に利用されます. この際，講演者だけ
でなく共著者も個人情報 ID 番号の登録カ也、要です. 共著者側面
人情報 ID 番号が登録されていない場合は，予稿集に共著者名が
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載らないことになりますのでご注意下さい. 共著者がすでに個人
情報登録を済ませている場合は， 10番号を『合同大会ホームペー
ジ」にて検索できます.

- 個人情報登録のために必要な情報:
- 氏名句惇，カタカナ，指ID 姓と名別々に
・所属学会( 複数選択却
- 所属機関名( 漢字，カタカナ，挺:ID
・所属機関名略称( 漢字，持.ID (表示用)
・所属機関住所( 漢字，英語〕
・身分( 学生，一般選択王0
・TEL， FAX， E弔砲il

これらのデータは，次年度以降の合同大会への餅量登録の基礎デ
ータとして保存される予定です.

!i 4  参加畳録，予稿集原稿投稿( 料金)

お申し込みいただいた全ての費用のお封ムい方法は「郵便振り
込み』です( 当日登録は会場にて現金) . 参加費，予稿集原稿投稿
費が一括請求されます. W，めにてお申込み後. 郵便振り込み用紙
が3/:末頃までに重雄されます. 振込み期限5/2をお守りくださし¥
校費扱いにつきましてlお霊営機構事務局へお問い告吋7せ下さい.

4.. 1  参加費用

一日券
学部生と

受付
開始日

70歳伏会当日現也弘上の方
( 発表をしない場合)

4. 2  予縞集原稿扱稿( 発表申迎費用

予稿集
原稿
投稿

図掲載
(希望
者のみ)

' 到す 受付 制 A

開始日 締切日 町晶

11 2003/2/14聞

2003/1/10 11 (金7
(金)

民氾円

方法

Wぬ申込
のみ

蜜嘘

Wぬ申込

!i 4. 3  宿泊について
2003 年大会では，運営機構での宿泊予約の受付はありません.
朝長メッセで開催することで， r(財) ちぱ国際コンペンションピ
ユーローj の支媛を受け、割苦闘象となる宿泊施設がございます.
1月上旬旧公開予定の宿泊施設紹介ページをご参照ください.

!i 4. 4  取消・変更について
・振込後，著書加を取り消されても予稿集原稿登録料の返金はでき
ませんので，予めご了承下さし¥
.3/21事前全日制噛録締切時現在で，請求金額‘岱棚予稿集i

プログラムの準備数を決定いたします.
岱刊淵予稿集・プログラム叫3/21現在全日券登録者会員! こ送付
金主L→上記のうち 5/2までに請求金額全額入金確認者のみ送付

未入金者lま当日渡し

一一 D  稿 17:∞まで
集 ( 棚最締切目)

投 以降 ( 岱刊湖作成開

域始のため)

噂前全日』
2003/5/2 (金) →「司瑚智一日』
17:∞まで 。。 『輔自一日』

大 {撮込締切日・事前 *2 →『司時首会日」

2  一日券登録締切B) 双方変更可能
白凶 l

カ日 又は 差翻ま当日精算
登 FAX 
録 ホ4 *3 
ホ1 『毒靖官一日』
2003/5/3 (土〉以 。 →『輔官全日j

降 必 x  のみ変更可能

差額lま当日精算

本4変更恥髄絡先: FJ似:ω却時総39 加 il
ご連絡時lま個人情報 10 番号もお知らせ下さい。

!i 5  運営機構からのお知らせ

5. 1  運営機骨r - ームページのご案内
運営機構のホームページを立ち上げております. 運営機備のこ
とだけでなく， 2C問年合同大会のお知らせ. 準備状況，各学会へ
のリンク，地疎惑星科学関連の専攻，学科，司院所へのリンク，
連絡会のお知らせ，等を掲載していきます.
l胤枇句: / / ，酬. epsu. jp/ 



!i 5. 2  参加費についてのお願い
本年度から朝長メツセに会場を移すため，合同大会の会計は昨年
度までにくらべ厳しい状況におかれることが予想されます。健全
な財政を維持し，皆様の参加費を来年度以降もなるべく低い水準
に維持するため，以下の事をお願いしたいと思います.

(1 )  参加費の請求書約送付されましたら、期限までに必ずお支
払いください. 名キ凶唖送されますので必ずそれを付けて会
場にお入りください.

(2) 当日お封ムいの方. 一日朝日の方は，まず到寸にお立ち寄
りになり，精算を済ませたよで名札を受け取って参加してく
ださい

(3) 名札を付けずに会場に入られた方には理由をお伺いする場
合があります.

(4) 事前全日登録をされてキャンセルの手続きを5/2までに
行わず，参加費を払い込まずに運蛍機構に連絡なく参加され
なかった方にも今年からは参加費を請求させていただきます.
請求は大会後なされます. この場合，事務手数料3 0 0 0円
がカ目算されて議求がされますので，どうぞご注意ください.

参加貨をお支払いになって大会に参加されている方々の権利を守
るため，本年度から上記の措置をとらせていただきます. 参加さ
れる皆犠のご理解とご協力をお願いいたします.

!i 5. 3  合同大会当日の受付時間について
合聞大会期間中の受け付け時間，場所は以下の通りに開設する
予定です.
・当日総合受付・
5/26 (月) -29 (木:) 8:30-聞 3:∞( 予定)
1F受付カウンター
( 参加登録・予稿集原稿岱刊淵販売・各種案内)

!i 5. 4  団体展示・書籍出版展示
合同大会では 2 F中央ロビー及びホワイヱにて，研涜団体・企
業・出版社などによる研究紹介・書籍・欄署などの展示ブースを
設けております. 様々な形で自由にご利用頂き，有効な情報交換
の繍としてご活用ください. ご幸IJ用希望の方は，事務局へご連絡
下さい. 詳細( 申し込み要綱) をご寮内いたします. 尚，お申し
込みは2月末日( 最終締切) まで. スペースに限りがございます
ので，お早めにお申し込み下さい. 詳細は，後日ホームページに
てご東肉します.

!i 5. 5  合同大会会場における会合申込み
会合・集会を行う団体の部屋使用希望の申し込みは，下記の通
りで受付いたします. 実際の部屋割りはプログラム日華星決定後
3/1 以降，先着I i 頂にいたします. 会場内の部屋数に限りがござい
ますので，満室になった場合は，できる限り会場周辺の会期施設
をご紹介させていただきます俄やむを得ず，ご希望に添えない

場合があります. ご了承ください.
尚，部屋使用料金、お弁当等の詳細はHP r会合のお申込』をご
覧ください.
箇お申し込み受付・

2003/2/17 (月) - 5/2 (金)
・お申し込み先 ・

運営機構総務局 2003年会合係(E咽 il: 脚 t陶 su. jω 
・お申し込み内容圃

1 ) 会合名称
2) 申込み責任者とそのメールアドレス
3) 使用人数
4) 希望する時間( 開始・終了時刻)
5 ) 食事の希望有無( 有の場合は弁当蜘

!i 5. 6  2003年合同大会運営機構組織構成と連絡先
女大会委員長 清水洋〉広島大・理
くく運営機構> >
代表浜野洋三〉東大・理・地惑
女財務局，>
中村正人>2003年担当責任者宇宙研
村守学〉東大・理・地惑
aをお久男〉国土地理韓
佐倉保持干葉大・理・地球
綱川秀舟東工大・理工・地惑
渡辺誠一創D 名大・理・地惑
女企画局
対措治'>2∞3年担当責任者京大・宙空軍皮研
木村学〉東大・理・地譲
安藤雅孝〉名大・理・地震観測センター
浦辺触l D 東大・理・地惑
大谷栄治〉東北大・理・地琢物質
末品帯海洋科学技術センター
深尾良野東大・地震研
丸山茂齢東工大・理工・地惑
安原正也〉地質調査所
ロパート・ゲラー〉東大・理・地惑

女情報局
竹内希'>2003年担当責任者東大・地震研
坪井誠二〉海洋科学技術住ンター
宮本英昭〉東大・エ・地疎システム
田近英一〉東大・理・地惑
対槽治〉京大・宙空竜波研
倉本野北大・理・地惑
林祥介〉北大・理・地惑
古屋正人〉東大・地震研
扶本尚静東エ大・地惑
女総務局
宕よ直幹'>21∞3年担当責任者東大・理・地惑
石橋純一創D 九大・理・地譲
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沖野郷子〉東大・海洋研
中村美千齢期以・理
浜野洋三〉東大・理・地惑
払浦充齢東大・理・地惑
湯元青野九大・理・地惑
; 渡部重十〉北大・瑳・地惑
女プログラム局
原辰彦> 2003年担当責任者建築研
吉田尚S A ) 東工大・総合理工
岩森鉛東大・理・地惑
阿部野東大・理・地惑
小野高幸〉東北大・理
安藤寿男〉茨城大
多国島台〉東大・理・地惑
中嶋 f診東工大・理工・理学研究資動機僧
村江達土〉丸式・理・地惑
近藤: a，>東北大・理
渡辺誠一自D 名大・理・池惑

くく共催学会選出プログラム委員> >
女日本測地学会
古屋正人〉東大・地震研，松本晃浩〉国立天文台・水沢
貴重む郁也質学会
加藤泰浩〉東大，今井静東大・理

女日本地質学会
七山知産総研. 久田健一郎〉能夜大
安日本火山学会
金子隆之〉東大・地震研，下司信野産総冊
貴地線電磁気・地球惑星圏学会
綱 11秀鈴束ヱ大，早川島宇宙研
女日本岩石鉱物鉱床学会
榎並正樹〉名古屋大， 庚井美冊子葉大
安日本第四紀学会
宮内崇裕〉千葉大，鈴木毅彦〉東京都立大
女日本惑星科学会
並木則行〉九州大. 1ましもとじよーじ〉宇宙研
* 日本地球化学会
鈴木勝彦ひ京都大，角低腎北海道大
安田; 本鉱物学会
扶本尚彰東工大， Z 河内岳〉東大
安日本地震学会
鷺谷勝国土地選輯， 岡元太齢東工大
* 日本地下水学会
丸井教尚〉産総研， 林武司〉産総研
安田本水文科学会
杉図伽月〉筑皮大，高橋四月〉産総研

( 以上学会五十音順敬利略)
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[3] 第 13回ゴールドシュミット国際会議( G oldscnnidt 21∞3) 日本開催のお知らせ( その 3)
一- - Second Gircularの発行一一

会議名 :  
開催時期:

第 13回ゴールドシュミット国際会議( おIdschni dt 2003) 
2邸年9月7 日( 日) - 1 2日( 金)

開催場所: くらしき作陽大学( 倉敷市)
主催 The G悶 h釧 ical Society ( 国際地期限告齢、T he Eur叩棚A ss∞iation of GωめBI1istry ( 附糊削除連合) 、

The  Mineralogical 知 iety of Tmer i ω(米国鉱物学会) 、日本地球化学会
後援
学協会後援:

( 独立行政去人) 農業技術総合窃院所、( 学腕去人) くらしき作陽大学、倉敷市、岡山県
20学協会( 名税略)

会議の規模:

ゴ」ノレドシュミット国際会議は、 r埠ner百1 Sessions とSpecial Symposiaから構成されますが、 11月現在、 ω件を越えるシンポ
ジウムの提案をいただいております。論文発表と参加申し込みに関する詳細は、 1 月上旬に会議ホームページ
(http://珊 .ics-inc.co.jpゐ:01d 2 ∞的に掲載予定の Second Circular をこ覧くださ凡ホームページで氏名と連絡先を笠録し
ていただくと、今後の情報を e- m a i 1 でお送りいたしま- 90
登鋤附こlま、早期登録割引に加えて、主催学会の会員割引制度を用意いたしまオ10 この機会に、主催学会への入会をお勧めいた
しまTo 詳細は、各学会ホームページ、あるいは Second Circularをご覧くださv ¥
当国際会議では、学生の参加を促すづヒめに、論文を発表する学生に対する財咳補助を行います。また、経済的困難さを持つ国や

地域から参加する若手研究者にも財政補助をすTいま七詳細はSecond Circularをこ噴くださ川
今後の主なスケジュール
2∞3年 1月上旬 Second Circularの発行加bsite)、論文湧凍・輔自登録開始

5月 5 日 講演申込およびA bstractsの締め切り
7月 7 日 事前登録の締め切り

Conference 情蜘

官'ebsite: http://w柵 . ics-inc.co.jp/gold2∞3/ 
E-mai1: 

悌 13回ゴーノレドシュミット国際会議組織委員会委員長松久幸駒

鎚錦地第 13回ゴーノレドシュミット国際会議組織委員会事務局
〒30日 567 つくば市東1 - 1-1 中央第 7 産業度術総合穆閉覇地球科朝脊報郡部門富樫茂子気付
Tel: 0298-61-3鎚0，Fax: 0298-61-3748， E-mail: 

[4] 第 26園地球惑星科学関連学会連絡会議事録( 帝

日時 :2ω2年 9月 20 日 (19i) 15:∞ー17:∞
場所: 東京大学理学部5号館4階403号室

出席者:
青木元峨牢捨) 、安藤寿男 G軍営機構) 、伊東純一( 内君主R即)、
浦辺鱒日頃源地質学会) 、鍵裕之( 雄掠俗捨) 、掛11武倍石
鉱物鉱床学会) 、志茂久男( 諒腕騨会) 、徐垣( 代理、地質学会) 、
鈴木毅彦悌四期学会) 、鈴木裕一体文調学会) 、倉本圭鍾渥
科学会)、 f嗣件( 地球化浄会、連絡会会長) 、竹内希 G運営機冊、
谷上美穂子 G軍営機構) 、綱)1暁夫( 電磁気・惑星図学会) 、中田
節也( 火山学会) 、中村宜人狸営機構) 、浜野洋三 G軍営機構)、
早川基情臓気・惑星園学会) 、林武司( 地下水学会) 、庶民彦 G軍

営機構) 、平榊庚ー( 火山学会) 、町田功( 代理、水文・水資源学
会) 、水谷仁舗重科学会) 、山野誠( 却損学制、玖本尚義鉱物
学会) 以上 26名

配付資料:
1 . 議事次第
2∞2年度地球惑星科学関車学会長懇談会( 拡対部恒き) 議事録

案
3. 2∞3年合同大会に関する掛斗
4. IUω2∞3年キU視総会に関する資料
5. 2∞3V. M. Goldschmidt Conferenceに衡する資料
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議事
1 . 前回議事録確認( 清水連絡会会長)
2∞2年度地球惑星科学騨学会長懇談会( 拡対輪会、 5月 30
日開働議事録について、懐) の通り承認された

2. 地獄感星科学関宰学会2∞2年合同大会決算報告
G軍営機構: 中村氏)

運営機構財務局( 中村) から 2∞2年合同大会決算報告があった。
前年度からの繰り越しをいれない 2∞2 年度の単年度では、
5，620，745 円の黒字となった。ただし、これには学術育報センタ
一、連絡会からの移算による収入 (1，885，773 円及び 2，912，038
円) が含まれており、これらの収入は今年度限りである。 2∞3年
度大会への繰越金は 14，382，561円で、この内 7，912，038円は合同
大会連絡会準備金 (2∞1年度5，000，側円、 2∞2年度 2，912，038
円の合計) である。
ついで、連絡会会計粋事勧同賠) から、 9月 3 日( 火) に

運営機構事務局慎京大学内) において決算報告書の監査を行い、
予算の耕T、帳簿・証票の整理等、正常適正に処廻されているこ
とを硲認した旨が報告された斗
(2∞2 年合同大会決算報告書は、 2∞2 年 8 月発行のニュース
蜘.25)に掲載済)。

G軍営機構代表: 浅野)
(1) 2∞3年合同大会の準備状況について配付開端こ基づいて説
明がされた。
オリンピック記念青少年総合センターでは伊伴並みの会場
数を確保することができなかった。また、会場の用途倶体

(2) 必要となる会場数を条件として会場を検索した。
幕議メッセ、東京国際フォーラム、海外務撲訓練会館、一
ツ橋ホール、学士会館などが検討の対象となった。同ーの場
所でポスター会場を設定でき十分な会場数を確保できるのは
幕張メッセであった。

(3) 以下の変更が演断も表から提案された。
q淫揚を幕張メッセに変更する。
②当初の日程を変更して幕張メッセで5月 2 6 日から 2 9日に
関{弘

③大会参力: 噴のうち投稿料、当日参力限強積は変更せず、事前
登録料を一般 l∞∞円、学生70∞円、一日券5∞0円に値上
げする。

④コンベンションホールの半分をポスター会場に、残りの半分
を大会場とする。

信浦義メッセを会場トする場合のメリットとして、ポスター会
場はスペースを→づきにとることができ、明るさも申M きな川
展示は2 0ブース程度を想定し、販売活動も可能である。数
年先の日程の予約が可能である点もメリットである。
(4) 運営機構案に対する質疑等
⑪悼度以前の登録費との比較ならび回収支慰重し、命棋会
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員にとってのメリット、母洋生のための安価な宿泊施設の恒
久的な確保の要望L

(5) 会場、日程、輔自主銭鮒の変更を含む2∞3年合同大会につ
いての運営機構案が了承された。

(6)各学会に 2∞3年合同大会についての報告と参加の奨励が依
頼されたゐ

(7) 来年度は単年度ベースで 100万円程度の赤字を計上する可
能1白 2あるが、各学会に負担を覇青することはないことカ鴇
認された。

4.2∞4年以降の合同大会の運営方法について( 清水連絡会会長。
( 提調合同大会の大会委員長は、地球感星科学関遊学会連絡会
会長が兼ねる。

( 提案の趣旨) 連絡会・各学会と運営機構と例劃発をさらに密接
にして、合同大会を充実させる。

上託混案を承認した。

5. m図、G oldschmidt Conf.等準備報告
(1) IUGG (2∞3. 6. 30-7. 11) (IUIω事務局、伊東純一)
開催に向けての準備状況が報告された。
(2) Goldschmidt Conference 2∞3  (2∞3.9.7-11) 

G献 i輪会会長)
開催に向けての準静岡財5報告された。あわせて 2002年 8
月にダボス ( スイス ) で開催された G oldschmidt
Conference2002についても報告された。

6. 各学会の 2∞12-2∞3年度の年会・講演会等の情報交換を行つ
た。

7. その他
(1) 運営機構ハ感謝状を連絡会から送った旨、浦辺前会長から
報告された。この件について了承された。

(2) 合同大会の共催・協賛について次のこと絢観、された: 合
同学会の協賛学会になるためにlお藍絡会長にその旨を知らせ
る。学会への経済的な負担はなし、

(3) 次回は5月 28 日休) 幕事メッセを第一イ長繍として日程を
調整する予怠

地球惑星科学衡進学針郵各会ニュース第27号
2∞2年 12月 6 日発行
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